







（Gottfried Wilhelm Leibniz,1647-1716）とケンペル（Engelbert Kaempfer,1651-1716）
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 Christian Wolff: Gesammelte Werke III. Abt.Bd.20.1. Gottsched Erste Gründe der Gesamten 
































































の精神、事物一般についての理性的思考』（Vernünftige Gedancken von Gott, der Welt 
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ブルッカーは『哲学の批判的歴史』（Historia critica philosophieae a mundi 
incunabulis ad nostram usque aetatem deducta, 1742-1744）冒頭に、参照文献がフラン
スのイエズス会士クラッセ（Jean Crasset,1618-1692）の『日本西教史』（Historie de 
l'eglise du japon,1689）やピエール・ベール（Pierre Bayle,1647-1706）の『歴史批判












年に 2巻 6 分冊として再刊されたブルッカーの『哲学の批判的歴史』を参照すべ
き価値ある書として紹介している。
76
一見、全く関連がないと思われる儒教とヨーロッパ啓蒙主義の政治思想との間
に道徳理念を介した共通の問題意識を求めることは不当なこととばかりはいえま
い。
